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ブナ辺材,ロ就,リグニンモデル化合物の分解
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1リJLの配列ノ,

緒 言 ,にL/T岐 して.それぞれ ミクロブイ

向にそってらせん状に仲良し.仰糸光

^Lは 1954咋に S 端J周辺部の物f''ほ 分析するので,ひL形または先端の駄腐朽という.f;i Rvo Y'によって, )'-

のう歯ch.･jeL｡miumglr加 .qJmが木材衣面を軟らかく

し,木材剛胞噂の '次堺小柳 二特徴的な空洞 (aiy. CVl)

をつくるIE朽に対 して川いられた｡その後他の 3'･のう

歯や不完全歯によって斬似の腐朽が起こることが見川

とがったrIlm状の空洞 (cavlty)を次々に作っていく 

calyJii 人 ll摺細胞 喋をvt 'と.r脈 からえぐりとるようにL;

侵TIする eoinJ)とがある aiy形成はリグニン子 r､o F. C vt

lTイ牢の .::い木材,eos0nは攻撃 しやすい木材に対J I; r 1

するはてr-i･ LFもあるが O.このような似て担され, 梯Jtとする灘;.･L'J'僻以外のこれらの r'. n郡によって起こる腐朽

'･'のlLiifを一般に軟備I'と称 している｡ ri HJj 倣Iy仰 ま H:盛 様式がどのような分析酵JS･の作川によって起こるのか_

帝が抑制されるような環境 (水分針 lがt についてほとんどわかっていないJ,Ltい,あll'

るいは帆い,椴必鹿度が快い)やPJJ1 Pされた木 C.l加 . Jや他の J- ㌧ 小't 目二よっ'佑剤処F_ g' wm‖' 'のう僻一 ;乍作

材などに起こる｡倣腐朽の研究は,腐 朽 材を抑微紋で て腐朽 した木材の化J'I成分変化についていくつかの搾;:

な/J=

･

1刑観察すると木材射地相に特徴的なは1.

から,細胞噂の形態観察についての報 ;与･が多い三㌔軟

子機Jtを示すこと てl;-がある｡これらのiA･一光から軟衛朽 fWは i'に木材. llのr

多糖類 (セルロース､ヘ ミセルロース)を分析 し,リ

腐朽では抑胞l̂腔に到達 した僻糸が 次確SI グニンをl 1‖こよる褐色Ill: rJ1 二 2糾 二は Hl誌 iJ朽とIT様あるいはそれよ
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りやや多く分解することがわかった｡･ノ -Rj大型の ['

体をつくるクロサイワイタケ (マメサヤクケHtに拭

･ 掛ま . 色麻打を起こすことす J'のうL ,li'盛樹に対 して｢I

がしられている｡クロサイワイタケ日に属す /･ nのうl-

による木材分脈に閲 して.HCで標識したリグノ七Jレ

ロースの代謝について SLHRADらI 胞壁rrELN h,木材Ml

の手掛荻成分の化や机成変化と細胞確の微細If梓造変化に

ついてN】LSSNらf r Xが,水分 J'fO 7や MERRLLらI TTIと木LL

材分解のllAf系について ABE'9の報てl子がある｡TANAKA

ら-'は軟腐朽蘭による木1 輝鵬を解明するためY 舶州竿

に, rのう蘭の ChtJtN u pと xylrL叩. こ 吉,e(m'm s. aiJ ,イ完 '

備の GraIJu pを川いて,)-.つた培地粂†l･ でのp7'ms. qJ: ′'F

水制分脈を検討 した｡その結果,培地の選択は非常に
屯要であり.枕席朽歯の中でもイこ左仝歯と√･のう齢 ま

培地条件によって分解 )) J-が熊なっていた 'のう蘭の 

tll .llmLm S. iの f･rさでもch,eo u Pのような微小歯と,人J空 J

体を作るXylariLISP.とでは粥･･なっていたOこれらの満

額の針袋樹に対する/h解ノJにも述いが認められた.さ

らに木材を分析できる欲椎のイく H'完や府についてJu -

歯のリグニン分軌範であるILIl J府が/.色IM''一 F拒するフェ

ノールオキシダ-ゼ活性と 一j-花'倍化清作について検
討 した3. 'iJ･ F' ーc041imehluyL｡-n ′倍化iL性はユkt--ho LybLr｡ 

acd ( 上址を測定することi KTBA)からのエチレン億/

によって測定できLlf.'歯の ll,nj- J色腐朽蘭と粘色腐朽

府の木材分解と -'倍化i1 は柵胤対係にあること柁J･ .汁t
を部!r ' JEf倍化iT･ =に水酸化fLたこ｡またこの .一 Il性は i_

ラジカルがIkl- 判らかにしたM 'oそJj LしていることをⅠ r

の締米木材を分析できる不完 /I僻 ( 削 は,木:: 軟腐朽 l

材を分解する条件Fでフェノ ルオキシダーゼ7,i- 1T作と 

-fuJ'一酸化活性を示すことを明らかにした｡

そこでさらに肉恨的に観察できる )′･実体をつくる (･

のう歯きのこ致縄を川いて,ブナ辺机 口紅,リグニ

ンモデル化合物に対する分脈ノJ,KTBAからのエチレ

ン発/とl･ j -. I倍化iTf フェノールオキii測rtによる I屯)- .=作,

シダーゼ油性を測r起し.その木材分解横楢を検討 し

た｡

材料および方法 

1.供託菌株

に′ミした｡核併綱にW u俳就曲をF<) J .す厨株はIrl林水

産省森林絶命研究所阿部蛮久氏 (ill.i Jl兵を受'fll)より/Ti

けた｡鰍 封絹に鵬す折株はt-.i:人発酵研究所より人u(nl･
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2.培壬条件

併談歯の培掛 ま300nll:.tフラスコに Dnaの培1] ucn

地W (KHコOJ.),MgOJ7 040,KI OJ gP 5(g S ･H三 .g HP 40, 

NHINO1.g .g o(mL H60,グルコース 25.蒸留水 lo) ,p

5.)あるいは Klkの培地 11を 5 2% '箕大).;恭5 r 0ml( )

加し川いた｡ただしKlrkの培地 1■は炭射原としてグ

ルコース 7_.g2 l5.O nMブタル幣緩術液のかわりにコハ


ク概線術液 pH45をイkHL,'r.号 . ll
LJ it1源としては 12TM

弼イJ'r椴アンモニウムを川いた. 

3.ブナ辺材の分解

帆式材 として 2× 2× 0.c (a .l5 m のブナ辺朋 F gui

crnllI ue '級,6℃で乾燥 し巾eLLBIm )杏,アセ トン州lll. 0

Lrdを求めた 心 トは隣揺する 2偶を 】組とし,1ノJを

腐朽川､縄 りを成/l lt. f. 柑培J分析の対r..iとした∧jE拭菌をr

超した後,コルクボーラーで碓純片を切り川.し.フラ

スコに2仰ずつ.LL抑し28℃で析超した 儲糸がフラス

コの培地 l-分くらいに伸はした後,ガス城府した木片'･

をフラスコあたり3個ずつ設耶 した 所 7y 増感El川り

後,木片に付ŷFしているLXJ一糸を収 り除き洗浄した綾. 

60℃で陀壮 し恒 '-1ほ 求め,腐朽前後の恒;(i-から'Pf-;と減i
少率を井出した, 

4.腐朽村の リク二ン定丑

照;l･ を求めた後.歌仙の似辿ったものを数枚i減少ヰ;

ずつ運び川.し,粉砕し80メッシュ通過のものを試料

とした｡対.l:ul本JlもllJ 試料としI 3 'T様の樺作によって.t J

た｡アセ トンで脱脂,放し乾したのちクラーソンリグニ

ンを JI (O )6によって定 :LlSPH)W L7 _Tした. 

5.リグニンモデル化合物の分解

状試 した リグニンモデル化合物は 4-ethoxy･-3-

mel'')peyLrCrII1Uiclte( : -3.'hx h Iy O 3 a y h 日' (4, n e e - き a e r l '一
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る しかもこの蘭は2fの堺地 上でのロ紙に対するTモ 
jlと (q前後と

T･

く,減少中が l) 帖
i

選択的にリグニンを分解

他 腐相対のPr WbnL ｡するr' oiu. a dlに轍似していた17以 

I･_ 式ば 'Iのことから供. ‖まセルロースをよく)附し,リグ

ニンもある相生あるいはかなりzJT脈することがわかっ

た｡LLWLは以Il軸;11 'のう蘭のXyLLluPより/ t . ･ r .q した3 l L

も低く,小完全(判の GalLmS. T)く,.iL:rp u Pより.- klll杓僻7 J l ,

の代表とされる Ch〟ImLuT.Pに近い帖であった｡eO ''7S.

ABEq l ･Iは数椎のクロサイワイタケIに蛸する (のう歯

をlHいた′ i'' 也̀腐朽,褐色噺月験から,それらのlrWはlJ

朽.軟 ) J櫛朽のどのバターンにも適介せず,リグニン//L


析)Jはこれらの中州であるとしている NILjSONら17


はやはりクロサイワイタケ杵の J二のう歯を川いた'R験


から.パインの似通･7守を日食できないこと,カバの ミ


ドルラメラを分析できないことからl'色麻朽とはrLl tな

るとし,パインやカバの細胞憎にCこ yをつくること… I

から終刊ll(な倣僻朽であるとした) しかし多析籾をよ

く分脈し,I)ダニンも'JI解する点では｢他 Ir3朽に筋似

するとした そしてシリンギルリグニンをグアイアシ

ルリグニンよりよく/JI附し､cilV)ty形成偶のみがグア

イアシルリグニンを分析できるとしたが,このような

リグニンの分脈にljする醇,･ I--されNL･ 挺系については雑 :.･

ていない

イ;''/t TC( mll Li性セルJt 僻の T h L .I L 山e のような僻鮒は結Il

ロースをク川竿 /,ttt エンドJ.3
できZ '/なセルラーゼ系( uI

-1.4-I/ルカナ-ど.エキソI勘3-I,4-グルカ

ナーゼ,別YJ t' /セロビオヒドロラーIt, 才一グルコシ

ダーゼ)をもっていても木材を分析できない｡木材小

のセルロースにセルラーゼ系が接近 LJ)n水分析をJliう

ためには,セルロースミクロフィブリルをおもってい

るリ'/ニンをあらかじめ要田･除去することが必要で

あるo花々の研究';1での抑々の1ノj5 他 腐朽偽と抱色腐朽

偽を川いた現在までの研究紙火から,･般にrIz也腐朽

伯ではセルロースは'j -t系で//脈･E令なセルラ･lf 1 代謝

され,リグニンは水倍化ラジカルと少なくとも 一機鮒

のフェノールオキシダーゼの協同作)Iで分脈されるとl

考えられる25･汎 加 ノ),鮎色腐朽L掛ま木材がJI二在

すると木材細目Jd はの水倍化ラジカルを/_'確で多l F成し,

この水倍化ラジカルとエンド鞘,3-1,4-グルカ

ナーゼで木材紺地 確 中のセルロースを分脈･代謝する
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供試L'の 7il倍化活性はグルコース培地でのノ-ii ･1 一 )が
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や似色麻朽臥 倣腐朽を起こす小完全齢で認められた
JJ･ )･'E'倍化il1一作と木材分脈に相関関係は認められな
かった｡供.･J:(街が木材のセルロースをLJT解するために

は1"[ちかのリグニン分脈系が/I:(卜していることが必班

で,'R際数純の供誠歯はリグニンをかなり分析してい

たOそこで供訳した牌はフェノールオキシダ-ゼ系の



歎相の (.のうrh'きのこによる木材'Jl脈について lリ
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であった C

かし NulGLPr.
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mSP.も木目●を繰加して培迎接フェノ-ル
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GJ-' +酸化 
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m WD4
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ぐ lenrJn L･aW D349,H lrunc 97は34.W D4 rrn
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作川する系が働いているとしている しかしどのよう れるが,供試個では認められなかった

な物 ir'lが作目するかは明らかにされていない
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